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学力保障につながる授業改善をめざして 
 

－ 教員の授業力向上のためのe-Learning － 

 

 

 

 

今年度の「指導の重点」では「個に応じた指導」が求められて

いる。個に応じるための方法の一つとして私たちは日常的に机間

指導を行うが，そこではどのようなことが行われれば子どもは学

習を深めていくことができるのか，また必要な要素は何なのだろ

うか。ビデオ取材した机間指導の場面について指導者に話をきい

てみると，ひとつの助言や指導・支援の場面に，絶えず「子ども

理解」「教材理解」の2つの側面が存在していることが明らかに

なってきた。 

本研究では，これら2つの側面から指導者の視点や意図を整理し

て編集したビデオ資料を制作した。実際に若い先生たちに視聴し

ていただく中で，短時間でも研修の効果を高める上で編集が重要

であることもわかってきた。この点をふまえて，いつでもどこで

も効果の高い研修に利用できるe-Learningコンテンツの在り方を

提示する。 
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・何か少しでも私自身がほっとすることや，こうすれ
ばいいのかという「目からウロコ」のような話が聞
けたら助かる。 

・ひとつの事例を聞いて，本当に一人一人様々な思い
をもったことを実感し，他の人の言葉や思いを聞く
ことで共感することができたり，大切なものや考え
るべきことが見えそうな気がした。 

・授業づくりのポイントを教えていただけたらと思い
ます。 

はじめに 
 

IT(1)やe-Learning(2)という言葉が教育現場に

も浸透し，聞き慣れた言葉になってきた。 

実際，ネットワークにつながったコンピュータ

がいよいよ身近になり，家でも学校でも町に出て

もどこにでもあるというユビキタスの時代がやっ

てきた。「ポスト2005における文部科学省のIT戦

略の基本的な考え方」(3)では，「目指すべき方向

性」として「ITを活用した学習コミュニティが構

成されること」を謳っている。すなわち，電子ネッ

トワーク上で人と人とが学習しあえる環境をつ

くっていくことを促している。こういった背景も

あり，京都市では学校への光ファイバ専用線が

100%敷設を終え，校内LANも整備されるというよう

に，学校のネットワーク環境が充実してきた。私

たち教員が研修のためにもこの環境を利用できる

状況がハードウエア的に整ってきている。そして，

この中ではイントラネットを利用したe-Learning

サイトも運営されてきた。 

本研究では，こうしたネットワーク環境を利用

した教員研修向けe-Learningコンテンツ(4)につ

いて，短時間でも効果の高い研修が行えるための

条件を考えた。今後ますます増えていく若い先生

たちに，コンピュータという道具を使い「気づき」

を深めていっていただくためには，どのような工

夫がなされていればよいのだろうか。このことに

ついてさぐってみたい。 

昨年度は，コンテンツの組み合わせ方と共に，

この加工の在り方について研究を行ってきた。日

頃の授業記録であるビデオ資料を視聴しながら研

修をすすめるとき，どのような工夫がなされてい

れば研修は深まるのだろうか。授業記録をそのま

ま見るという形に比べ，編集という加工を経たも

のが研修効果をどう深めるものであるのかをさ

ぐっていこうと考えた。 

加工の行われていることが気づきを深め効果

の高い研修につながるといえるのならば，いつで

もどこでも時間にも空間にも縛られずに提供され

るべきe-Learningコンテンツにとって，それは欠

かせない要素である。 

本年度は「机間指導」を切り口としてコンテン

ツを制作し，その切り口からみえる要素を加工す

ることで研修はどう変わるかということを比較し

てみた。そこから研修用コンテンツにとっての編

集の在り方を検討し，また，その必要性について

整理してみたい。 

第１章 e-Learningの可能性 
 

第１節 研修にとってのe-Learning 

 

（１）e-Learningにできること 

カリキュラム開発支援センターでは昨年度か

ら奇数月金曜日の夜に「若いフレッシュな先生の

ための授業交流会」を実施している。この第1回の

会(2004年7月1日)に参加した先生たちから終了後

に書き残していただいた声の中には次のようなも

のがあった。 

 

勤務終了後の夜間でありながら，授業づくりの

ために気づきを深めたくて自主的に集まってこら

れた若い先生たちからの，切実で率直な思いが述

べられている。 

こういった「思い」をもつとき，私たちは図書

館でその課題に合致する本を探しては読んでみた

り，先輩の先生たちに意見を請うたりして解決の

糸口を求めてきた。そして，また，このような交

流会に片道1時間以上もかけて参加しては明日か

らの取り組みに返していこうとする先生たちもお

られる。これらは，日々の学習指導をしていくう

えでとても重要な研修である。 

私たちは授業改善のためのポイントや子ども

たちへの視点などについて，先輩の先生たちから

半ば口伝のような形で伝えられ教わってきた経験

をもっている。それは授業研究会の中であったり，

放課後の職員室であったりした。そういった「伝

えられるべきもの」にふれるとき，それが他校の

話であれば自校でも招いて聞きたいと願うことも

あった。 

このような授業改善をするために本やビデオ

資料を使うこともある。それらを手に入れるため

にはどうしても時間と空間に制約があったり，あ

るときには必要なときに手に入らず授業が終わっ

てしまってからになったりすることもあった。欲

しいときに欲しい資料が手に入ることを，私たち

はどれほど望んできたことだろう。 
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そういう中でe-Learningが登場し，ネットワー

クにつながったコンピュータを利用して資料を呼

び出すことができるしくみが整い始めた。それは，

かつてのように，番組表を見て放送開始を待つと

いうものではなく，求める資料をすぐに呼び出す

形になる。こういったe-Learningのしくみが整備

されていけば，私たちの授業改善のために，より

研修が身近なものにできるのではないだろうか。 

私たちは授業のために教材研究を行うが，その

日常的な一つの形として職員室や教室のコン

ピュータからネットワークのむこうにある授業資

料を探し出す作業を行っている。「今日の授業で

子どもへのかかわりの在り方についてこう悩ん

だ」というようなとき，この教材研究と同じスタ

イルで授業改善のための資料が取り出せるなら

ば，きっとその解決への糸口を求めることができ

る。そして，このような方法はe-Learningの学習

方法といってよい。 

先に述べたような交流会は夜間に行われる。そ

こに出かけていって顔を合わせ，仲間の息づかい

を感じながら交流を深めるのはとても大切でかけ

がえのないことではあるが，別な面では時間が合

わなかったり大雨にたたられながら出かけたりと

いうこともある。e-Learningは一人ででもできる

ことから，直接交流して息づかいを感じられない

側面もあるけれど，少しの時間でも利用して教材

研究や課題別研修のために使いやすい環境だとい

えるだろう。 

e-Learningの本質は「いつでもどこでも」時間

と空間に制約されることなく資料を手に入れ参加

できる学習のスタイルにある。これは，学校を離

れることなく職員室や教室にいても，必要と感じ

た時に教材や資料を調べたり手に入れたりして授

業準備をしたり教員どうしで指導の在り方につい

て考え合ったりすることができることを意味して

いる。つまり，わずかな時間でも研修に有効に使

うことのできるための方法であるといえる。どこ

にいても明日の授業計画に必要な資料を手に入れ

たり授業の在り方を考えたりといった，私たち教

員の求めに合わせることができる研修の方法とし

て，e-Learningは強い味方になっていくのではな

いだろうか。このような点からみて，e-Learning

というシステムは個別の求めにうまく合わせるこ

とのできる研修のために利用していくことができ

ると考えている。では，その，個別の求めに合わ

せることができるためにはどのような条件が要る

のだろうか。 

（２）ビデオ研修のための必要条件 

先進学習基盤協議会は「eラーニングの必要条

件」として「双方向性」「即時性」「知的資源の共

有化」(5)を挙げている。また教材としてのマルチ

メディアコンテンツの「最低限必要な条件」(6)と

して「繰り返し学習が可能なこと，到達度を測る

ためのテスト機能を持つことなど」(7)を挙げてい

る。 

本研究ではこのコンテンツの条件にいう「即時

性」「知的資源の共有化」そして「繰り返し学習が

可能」なビデオ資料を中心にし，「到達度を測るた

め」のワークシートなどを組み込んだコンテンツ

を制作していく。 

それではここで制作するマルチメディアコン

テンツでは，それを構成する一つの要素としての

ビデオ資料がどのような条件を満たせばよいのだ

ろうか。 

e-Learningにはいくとおりかの形があるが，本

稿ではWBT(Web Based Training) (8)向けのコンテ

ンツ制作，とくにビデオコンテンツについて述べ

ていく。このWBTという用向きにはコンピュータ

ネットワ ークが介 在してい る。本稿 では

e-Learningのためのメディアとしてコンピュータ

ネットワークを使いオンラインで配信できること

を前提にして，ビデオを使った研修用コンテンツ

の在り方について考えていきたい。 

e-Learning向けのコンテンツは，映像資料を

使ったものが多く作られてきている。これらは，

マルチメディアを扱うことができるという利点を

生かして，日常の学習活動に使うことのできる教

材にまとめられている。京都市でも「光京都ネッ

ト」(京都市の教育用イントラネット)経由で学校

から呼び出すことのできる教材が用意されてい

る。そこでは，さまざまなe-Learningサイトへの

リンクや子ども向けの教材，教員向けの資料が用

意されていて，それらをコンピュータ上に呼び出

すことができる。全国的にもこうしたe-Learning

のための設備は数多く作られてきているが，そこ

で配信されるべきコンテンツにはどのような工夫

がなされていればよいのだろう。 

昨年度の研究では，やはりオンラインで配信で

きる形にすることを前提として研修用コンテンツ

を制作していきたいと考えた。そして，その制作

にあたってはどのような要素が必要なのかという

ことを整理して，資料への加工の在り方，つまり

編集の在り方やパッケージングの方法について検

討し提示した。この中では，コンテンツを次のよ
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・ 研修用授業記録ビデオ 

・ 指導者への聞き取り記録ビデオ 

・ 研修用ワークシート 

・ 授業用資料(指導計画・指導案) 

・ 児童用資料・ワークシート 

うな要素で構成し，これらをCD-ROMに全て収める

ようにした。これらはオンラインでも取り出せる

ようにハイパーテキストを使ってまとめている。

また，学校での視聴環境やオンラインビデオに求

められる規格の限界の問題から，ビデオ資料の部

分についてはDVDビデオにも収めておき，ビデオ

デッキを使ってでも視聴できるようにしてみた。 

 

 

日常の学習指導の在り方について私たちが研

修に求めるものは教科指導法であったり子どもへ

のかかわり方であったりというふうに，きわめて

個別なものでもある。この個々の求めに応えるこ

とができるためには，そのテーマに絞り込んだ研

修資料が「いつでもどこでも」個々の求めに応じ

て柔軟に提供されることが重要である。この求め

に応じられるのがe-Learningという方法だといっ

ていいだろう。そのような求めに応えることので

きる研修資料はビデオ記録のような視聴覚に訴え

るものであるし，あるいはまた授業に使うための

指導案や配布用プリント，児童の学習記録のよう

な授業用資料でもある。これらが「いつでもどこ

でも」自分の手元に取り出せるというのは大きな

利点である。 

昨年度の研究では，短時間でも効果の高い研修

ができるためにはビデオ資料には編集が必要なの

ではないかと考えて，取材の時点から研修のため

の視点に沿った編集作業をしてきた。そのうち，

制作活動の中では，短時間でも効果の高い研修が

できるためのコンテンツにはどのような要素が組

み込まれることが必要かを考えてきた。そして，

その中で研修のための視点が絞られていることの

重要性が明らかになってきた。このことから，短

時間でも効果の高い研修のための条件として，視

点を絞ったコンテンツが提供されることが挙げら

れると考えている。 

私たちは研修会で「なにか意見はありません

か」と訊ねられたとき，話を出しにくいと感じた

経験をもっている。その「なにか」を求めあぐね

ていて，切り出された話題と自分の考えているこ

ととがどうつながるのか，あるいはそれているの

かわからないといった思いをもつこともある。そ

れは，単に気恥ずかしさの問題があるのではなく，

問いかけ自体に問題があるからで，子どもへの発

問の在り方としても指摘されるところと同質だろ

う。 

一方で，ちょうど話し合い活動を進めていくた

めのポイントと同じように「○○について考えて

いることはありませんか」というふうに話し合い

のポイントを示されれば意見も出し合いやすく，

あるいはかみ合いやすくなる。 

江口武は国語科教育における適切な発問づく

りとして5つのポイントを示しているが，その中の

一つに「何を求めているのか意図のはっきりした

質問」(9)が必要であると述べている。発言を促す

ための工夫の一つとしては発問が漠然としていて

はいけないことを指摘しているのだが，発言のた

めには教材と発問から気づきを得て考えを深めな

ければならない。 

ビデオ資料を使った研修においても視聴者に

対する働きかけの在り方としては同じような考え

方をするべきであろう。つまり，撮りっぱなしの

未編集の授業記録を視聴すれば，それに対する視

聴後の印象や感想もまた視点が定まらなくてまち

まちのものになるだろう。そうすると，「何を学ん

だのかわからない」という気持ちだけが残ってし

まうことになる。研修の中で気づきを深めてもら

いたい部分は，それが明確に示されて初めて理解

されるのではないだろうか。そのことから，研修

の視点が明らかにされて提示されることが研修用

ビデオ資料に欠かせないものだと考える。そこで，

この「気づきを深めてもらいたい点」つまり研修

の視点の組み込みが効果の高い研修のためのビデ

オ資料に欠かせない条件であるのではないかとい

う点から今年度の研究をはじめることにした。 

 

第２節 研究の流れ 

 

（１）研究の視点 

ビデオ資料にどのような工夫がなされれば，よ

り研修は深まるのだろうか。 

先に述べたように，研修のために提供されるビ

デオにとっての必要条件とは，「視点に沿った編

集」という加工作業が加えられていることである

と考えている。最近のビデオ編集用ハードウエア

環境の進化は著しいものがあり，個人のレベルで

もさまざまな加工が可能である。テロップを入れ

たり場面にちょっとした効果を入れたりというこ
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①研修のための視点を絞ること 

②資料の電子化 

(a) 撮りっぱなしの無編集に近いビデオ資料

(b) (a)を視点に沿って加工されたビデオ資料

とはできるが，そのような「見栄え」にかかわる

「飾り」を入れるという意味ではなく，研修の視

点に沿った加工がなされることと研修が深まるこ

ととはどう関係があるのだろう。この「研修の視

点の組み込み」が実際の研修にどのような効果を

もたらすかをさぐっていきたい。 

昨年度の研究では，研修用コンテンツの構成を

考える一方でビデオ資料については 

 

 

 

 

という2点に沿って編集されていることが，研修を

短時間でも効果の高いものにするために必要なこ

とではないかと考え，ここに重点をおいて実際に

制作を行ってきた。そして，ここに述べた2点に

沿って制作したビデオを実際に視聴していただい

た結果，提示された視点に沿って「子どもの学習

の深まりをみてとることができる」という意見を

いただくことができた。このことからは，研修の

ための視点に沿った編集を加えることが研修を深

めることができる，といえそうである。 

ところで，そうだとすれば，ここで改めて編集

がもつ意味を掘り下げてみたい。研修の視点に

沿った編集がなされていて初めて研修の効果が高

まることがわかれば，その編集を加えるというこ

との必要性が確認できることになるだろう。つま

り，ビデオ資料が研修に使えるようになるために

は，視点に沿った編集の行われていることが必要

だといえることになる。そこで，この視点に沿っ

た編集の加えられたビデオ資料を視聴するとどの

ような効果が生まれるのかをさぐってみようと考

えた。この流れを図1-1に示す。 

e-Learningという方法では，「いつでもどこで

もひとりででも」というように時間と空間の制約

からは解放される。では，研修のためのwwwサイト

がネットワーク上に用意されて参加者が登録され

れば，次には何が必要になるのだろうか。 

中原淳によれば，e-Learningが苦戦を強いられ

る理由の一つして「学習者が学習に取り組みはじ

めてもモティベーションを持続できない」(10)こ

とを挙げている。ここからは，「モティベーショ

ン」(=意欲)が持続しやすいための工夫が必要なこ

とが読み取れる。では教員研修用のe-Learningの

場合はどうなのだろう。 

昨年度の研究で明らかになった到達点の中で，

e-Learningのためのコンテンツ制作のポイントと

して 

 

 

 

 

という2点があった。これらのうちの1点目が本研

究にかかわる点になる。「研修の視点に沿って編

集されていると子どもの学習がその視点に沿って

みてとれる」(11)という到達点からは，その視点

が提示されていることが研修課題を理解し「何を

深めればよいのか」がわかるという研修効果につ

ながっているといえる。それは，何をすればよい

のかがわかるということから，「モティベーショ

ン」を持続させるための工夫として必要なことで

あるといえるだろう。いいかえれば，高い「モティ

ベーション」を視聴者にもたせることは高い研修

効果を生むことにつながる。 

研修のための視点を絞ったコンテンツが効果

の高い研修につながる可能性をもつとすれば，そ

の視点が示されていることで生まれる効果をなん

らかの形で調べてみたい。そこで， 

 

 

 

 

という2種類の動画資料を制作し，これらを実際に

若い先生たちに見くらべてもらうことを考えた。

こうすると，2つの視聴から得られた成果の比較か

図1-1 研究の流れ 

・研修が短時間で行えること 

・研修の視点が明らかであること 
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ら，視点を提示する編集のもつ意味とそのもたら

す効果が明らかになっていくのではないだろう

か。つまり，研修のための視点が提示されている

ものといないものとを視聴し比較すれば，その提

示がもつ効果がみえてくるのではないかと考え

た。 

こうしたことから，実際のビデオ資料制作にあ

たっては「子ども理解」「教材理解」の2つの側面

から机間指導の場面を切り出し加工してみること

にした。そしてこれらを先生たちに視聴していだ

だき，加工のしかたによる受け止め方の違いを比

較することにした。 

 

 

（２）本研究のキーワード 

今年度の研究では，研修のための視点が提示さ

れることの意味を調べるためにテーマを設定した

ビデオ資料を制作する。そして，このテーマの伝

わり方が加工の有無によりどのように異なるかを

比較していく。そこで，この研究の中で扱うテー

マやポイントをキーワードとして設定した。これ

らの点を切り口にして，加工が行われることがも

たらす研修への効果を調べていくことにする。 

 

キーワード1①机間指導 

 今回制作するビデオ資料のテーマとして，机間

指導の場面を設定することにした。日常の授業で

誰もが行う指導場面を扱い，そこにはどのような

要素があることが求められるのかを明らかにす

る。 

 

キーワード②  子ども理解・教材理解 

机間指導は日々の学習指導の中でもきわだっ

て個別に子どもとかかわる場面である。そこには

どういった要素があって子どもとの話し合いや指

導が成り立っているのだろう。 

この机間指導にかかわって，どのようなことを

視聴者に示せば研修が深まるのかを理解するため

の「研修の視点」として，「子ども理解」「教材理

解」を設定する。机間指導の内容は小声でやりと

りされるものの中にあるが，これら2つの側面が組

み込まれたコンテンツとそうでないものとを視聴

していただき，授業の提供者が(机間指導にかか

わって)授業の中で意図していたことの受け止め

られ方を比べてみる。こうしてみると，編集によっ

て提示される内容がもたらす研修の深まり方の違

いを明らかにできるのではないかと考えている。

また，これを通して，机間指導の中ではこの「子

ども理解」と「教材理解」がどのように重要なも

のであるのかをさぐっていきたい。また，机間指

導を受ける子ども達の側からみて，机間指導がど

のように受け止められているのかを指導者の子ど

も理解・教材理解との関連で見つめてみたい。 

 

キーワード③ 編集の観点 

 キーワード②に示した2つの視点が視聴者に伝

わるためには，実際にビデオ資料にはどのように

組み込まれていけばいいのだろうか。昨年度の研

究では話し合い活動を理解しやすくするための編

集に気を配ったが，今年度の場合は机間指導の中

で行われていることの背景を描き出すことが必要

だろうと考える。時間を詰めたり飾りを入れたり

といった技法的な側面からみた編集ではなく，研

修のテーマそのものにかかわって理解を深めると

いう点からみた編集の在り方を検討する。とりわ

け，キーワード②にかかわって，子どもとの個別

の話し合いの中で指導者が指示したり投げかけた

りするものの背景として子ども理解や教材理解が

どのように横たわっているのかを調べたい。指導

者が「なぜその子どものところに行くのか」「なぜ

その指導をするのか」ということを考えてみると，

そこには「ただなんとなく」ではない明確な目的

を見つけることかできるだろう。そのことを明ら

かにできるためのポイントをビデオ資料に組み込

んでいくことを編集の観点とする。 

 
(1) IT InformationTechnology(情報技術)の略。情報通信技術

からその応用利用場面まで広く使用され，コンピュータや

インターネットの進化と広がりで，工学的技術から企業経

営，人文・社会科学，コミュニケーションまでその応用範

囲を広げている技術・手法を総称していう。 

(2) e-Learningについて 「e-ラーニング白書」2003/2004年版，

平成15年7月p.2によれば「"e"はelectronicの頭文字。コン

ピュータやネットワークなどの情報技術を使うことで実現

する」。特徴としてオンラインで時間と空間を超えて双方

向の学習環境が実現することが挙げられる。 

(3) 文部科学省IT戦略本部「ポスト2005における文部科学省の

IT戦略の基本的な考え方」平成17年10月 p.1 

(4) 情報の内容。オンラインで提供される動画・音声・など。 

(5) 先進学習基盤協議会「eラーニングの必要十分条件を知る」

『eラーニングが創る近未来教育』2003.9 p.11 

(6) 前掲(5) p.10 

(7) 前掲(5) p.10 

(8) WBT WWWサーバ上にある教材を取り出して学習を進める方

法。e-Learningの一形態。 

(9) 江口武(「国語科授業における発問法」『力をつける発問・

板書・ノート』 1985 .3pp..32～40) 

(10) 中原淳「Stanford Onlineのマネジメント」『e-ラーニング

が創る未来教育 -最新eラーニング実践事例集』2003.7 

先進学習基盤協議会 p18 オーム社) 

(11) 拙稿「No.496授業力をつけるためのビデオセットの開発」

『研究紀要Vol.1』京都市総合教育センター 2005.4 p.178
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第２章 研究の流れ 
 

第１節「机間指導」からみた授業 

 

（１）なぜ「机間指導」なのか 

日頃授業研究をしても，なかなか明らかになり

にくい部分はどんなところにあるのだろう。 

研究協力員の先生との打ち合わせの中で，この

点について話し合う機会をもった。その中では，

子どもへの指導場面のうち個別のやりとりがなさ

れている部分はいくら参観していても言葉すら聞

こえてこないことから，どんなことが行われてい

るのかわかりにくいという意見がやはり出され

た。こういったことから，個別の指導の場面に焦

点をあててみてはどうだろうと考えた。 

机間指導は教壇に立てば誰もがあたりまえに

行う極めて日常的な営みであって，どこの学校で

でも目にすることができるだろう。例えば隣のク

ラスへ参観に行ったときにも，校内の授業研究会

でも，対外的な発表会でも，この机間指導の場面

を見ることはできる。そして当然のように，子ど

もへの個別の指導が行われている。 

しかし，この個別指導の場面は実にありふれた

場面でありながら，実際にどのようなことが行わ

れているのか，目の前で行われていても明らかに

なることは少なかったのではないだろうか。おそ

らくこの指導場面が個別のことであり小さな声で

行われていることであるが故に聞き取ることすら

できない部分であったことが大きな理由として考

えられる。 

一方で，この個別指導の場面は，日常的に数多

く行われているものであることから考えても，授

業を成立させ子どもの学習活動を支えていくうえ

でかなり大きな役割を果たしているといえるだろ

う。しかし，授業のノウハウに関するような書物

をひもといてみても，あまり明らかでない。そこ

で，この，あまり明らかでなかった部分に焦点を

当てて取材してみることにした。 

ひとつの授業の中でも，一斉指導を行ったり子

どもたちの座席をまわりながら個別の指導を行っ

たりというように，学習指導の形態にはいくとお

りかのものがある。このうち子どもたちの座席を

まわりながら個別の指導を行うことを，かつては

「机間巡視」といっていた。しかし，この「机間」

をまわることの目的は子どもに対する監視の眼を

注ぐことではない。 

大澤克美は「子ども主体の授業を目指す学習指

導の在り方を象徴的に示す」(12)ものとして「支

援」という用語を用いている。子ども主体の授業

を支えるための学習指導の在り方という点からみ

たとき，子どもの座席に行く教師の活動は子ども

一人に対する適切な支援であり，学習指導にとっ

て大切な場面であるという考えにたったとき，

「巡視」という考えは要らない。 

こうしたことから子どもの座席に行き指導を

行う場面を本論では引用を除き「机間指導」と呼

ぶことにする。 

そして，この個別の指導の在り方について，ビ

デオ記録で提供できる資料からどのように研修を

深めることができるかを明らかにしたいと思っ

た。 

京都市総合教育センターが今年度実施した第1

回校内研究サポート講座「校内研究を通して育て

たい子どもの姿の共有化」(13)では，「スローガン

でなく，育てたい子どもの具体的な姿」(14)とし

て，どんな子どもをめざすのかが問いかけられて

いる。 

おそらくどこの学校でも校内研究では「めざす

子ども像」を目標として掲げるものである。その

「子ども像」が生まれる背景には学校の子どもた

ちの「いまの姿」が必ず存在する。そして，改善

したい点や伸ばしたい点を整理する中で少しずつ

共通理解される概念的な言葉として「めざす子ど

も像」が生まれる。また学習指導案を書くときに

は学級担任の立場から一人一人の子どもに思いを

めぐらしながら児童観を述べる。このときにはど

の子にはどんな個別の課題があるのかということ

を考える。その課題解決のための道筋を考えてみ

たとき，その子どもに投げかけることを単元の指

導内容として指導計画に組み込み，授業の中での

実現をめざす。集団として学級をどうするかとい

うことと同時に，個別の子どもに合わせた課題づ

くりとその解決への道しるべが「育てたい子ども

の具体的な姿」につながる指導案であり，個別の

子どもを具体的に思い浮かべる中でこそ一人一人

が大切にされる指導案が生まれることになる。そ

して，まさに，その「育てたい子どもの具体的な

姿」の実現のために，個別のかかわりが重要なの

ではないか。 

奈須正裕は「6歳から12歳の間に学んでほしい，

経験してほしいと願うことが教育内容としてまず

あるのであり，それをどのように組織するかの実

現形態の一つとして，今の教科がある」(15)とい

う。つまり，あるひとつの活動を通じて子どもに
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託す願いそのものである教育内容を実現するため

の営みの形が授業である。奈須によれば「子ども

たちが目指すのは活動であって内容ではない。子

どもからすれば活動こそが目的であって，内容は

活動展開の手段として，あるいは活動に伴って，

結果的に学ばれてしまったもの」(16)という。そ

の「結果的に学ばれ」ることのための活動として

どのようなことが用意されるべきかは，子どもの

感覚や生活歴，学習歴などのさまざまな背景から

考慮されなければならない。このときの考慮がま

さにキーワード②に示した「子ども理解」である

と考える。 

また，武田忠は子ども主体の授業を成立させる

のに必要なものとして「子どもたちに『問い』を

もたせることが，子どもたちが学んでいくうえで

いかに大切であるか」(17)という。そして学習活

動の中で子どもがどのような「問い」をもつのか

を考えるのは指導者の「みとり」であることを指

摘しているが，子どもが何を考え取り組んでいこ

うとしているのかということについて整理し知っ

てこそ「みとり」は成り立つ。また，子どもの生

活環境や家庭環境といった子どもをとりまく社会

的要素からも子どもがたてる「問い」は変わるこ

とから，指導者としてこうした要素を把握してお

くことも必要な「みとり」であろう。これらの要

素もまた「子ども理解」の側面としておきたい。 

この子どもへの理解のありようは指導に密接

にかかわる。子どもをどのように理解し，子ども

が取り組もうとする活動の中でどのような教育内

容を実現するか。すなわち子どもがどういう意識

の中で活動しようとするかということについての

理解[子ども理解]が，教育内容についての分析や

計画[教材理解]という側面につながるのではなか

ろうか。 

奈須によれば子どもの活動を通じて教育内容

の実現をめざす，これが教育の教育として成立す

る条件である。ここでは子どもが活動をめざし教

師が内容をめざすという，あたかも子どもと教師

の二人三脚のような授業(学習活動)の中で，「子

どもの潜在的求めに関する教師のみとり」(18)を

背景にして教育内容が実現する。この「みとり」

が成立するためには，その「潜在的求め」がなん

でありどう働きかければよいのかということを考

える必要がある。その働きかけの中では，子ども

がどう考え，どこまで自力で到達できてどうつま

ずくか，といったことについての教育内容そのも

のにかかわる理解が必要であろう。 

これはつまり教材をどう理解しているかとい

うことでもある。教材そのものにかかわっては，

私たちは学習指導案の中で「教材観」について必

ず述べる。ここでは，教材を通して子どもに育て

たい力はなんであるか，教材としての価値をどう

みるか，といったことを整理して述べるが，この

ような教育内容そのものにかかわる理解をキー

ワード②に示した「教材理解」と考える。 

そして，このキーワード②として挙げた「子ど

も理解・教材理解」の2つの側面が机間指導の中に

はどのように現れているのか考え，ビデオ資料と

して提示したい。 

森正義彦は「個別的な学習指導法は，いわば

オーダーメイドの援助を提供できるという利点を

持っている」(19)という。つまり，少しずつ違い

のある子ども一人一人にぴったり合わせた指導が

できるよさをもっているという意味であろう。 

森正によれば個別指導は「教師と学習者の間に

は親密な人間的関係が形成され」(20)ることから，

「対面的状況それ自体が報酬的な意味あい」(21)

をもち「学習を促進する方向に作用する」(22)と

いう。つまり，子どもの学力を向上させる作用を

もつことができるという意味で，机間指導は効果

が高いといえるだろう。 

さらに森正はこういった個別的な学習指導法

は「教師の側の『際だって高い資質』を必要とす

る場合が多い」(23)ともいう。そうだとすると，

この個別指導のための研修というものは教師とし

て資質を高めるために重要な研修として位置づけ

られるべきである。そのように重要なものであれ

ば，よりその内容が伝わり効果の高い研修ができ

るための資料が必要になってくるのではないか。

そのためにも，あまり明らかでなかった部分を明

らかにしていけるようなビデオ資料が必要だと考

える。 

 

（２）机間指導に込められている指導者の「おもい」 

机間指導にはいるとき，指導者はどのようなこ

とを考え行動に移すのだろうか。ただ教室内をさ

まようのではなく，意図をもって子どものところ

へ行くのだとしたら，それはどのような意図が

あってのことだろうか。これを明らかにするため

に，「机間指導」を構成する要素について考えてみ

る。そして，その要素の背後にある指導者の「お

もい」について整理してみたときに浮かんでくる

ものをさぐっていきたい。 

「一徹国語人」(24)は車内を巡視してきた車掌



 

学力保障につながる授業改善 8 

さんに「乗換駅を尋ねたとき，わかりやすく教え

てもらう」(25)ことを例に示して，この関係には

指導がないことから「車掌型の机間巡視ではあま

り効果が上がらない」(26)と述べている。では，

机間指導にはどのような要素が含まれるべきなの

だろう。 

「一徹国語人」は机間指導の方法について以下

のように例示し，「だれを対象としてどんな内容

で机の間を巡るか」(27)と問いかけている。 

 

・注意 ・指導 ・支援 ・評価認定 

 

また，小林賢司・黒澤俊二によれば，「机間巡

視は子どもの指導」(28)であるとして，その要素

が次のような形に分類整理されている。 

 

・注視的   ・確認的   ・指導的 

 

これらは子どもへの机間指導の要素を包括的

にカテゴリ分けしたものと考えられる。では，こ

れらを構成する要素にはどのようなものがあるの

だろうか，もう少し深くさぐってみたくなった。 

そこで，「机間指導ではどんなことをするの

か」ということを現場の先生たちに問い，その答

えを整理してみることにした。先生たちに「机間

指導」について思い浮かぶ言葉や事柄をカードに

記入していただき，類似する項目ごとに整理して， 

図2-1のようにおおまかに分けてまとめてみた。そ

うすると，学習内容に直接かかわる事柄や子ども

への個別の対応の在り方について述べておられる

ように感じられるものがたくさん出てきた。 

こうしてこれらの要素をカテゴリ分けしてみる

と，先の一徹国語人や小林・黒澤の示す方法・分

類に重なるものを感じることができる。そして，

それは「子どもの指導」つまり子どもの学力を高

めるという教師としての使命感が底に流れている

ようにみえる。子どもの状態を多くの面から把握

しようとしているし，また，学習の進み具合や定

着の度合いをみるために手だてをうとうとしてい

ることも，これらのカードからは伝わってくる。

このような事柄が組み合わさって机間指導を構成

し，子どもの学習を促すものとして日常に行われ

ているのであろう。 

小林・黒澤は，学習中に自ら先生のところへ訊

ねに行くことが苦手で「分からないことを表明す

るのがいやであえて立とうとしなかったというこ

とも十分考えられる」(29)子どもへの手だてとし

て机間巡視を挙げている。子どもの心の中をよく

みて適切な手を講じることの必要性をいっている

のだが，こうした手だてをうつことは子どもの気

持ちや行動への理解なくしては成り立たない。つ

まり，指導者の子ども理解を背景にしてはじめて

個別指導が存在しているということである。 

このことは，子ども理解という側面が机間指導

には絶えず存在していることを意味しているよう

にみえる。子どもがどのような状況におかれてい

るかという点から出発したとき，個別に行う指導

にはどのような要素があるのだろうか。 

そこで，改めて，机間指導を行う要素を目的別

に再分類してみた。また，こうして子どもの側か

ら机間指導をながめてみると，教材の側からなが

めればどうなのかも併せて整理できるのではない

かと考えた。 

こうして，子ども理解・教材理解という2つの

側面から机間指導を構成する要素を再整理する

と，図2-2のようになる。 

図2-1 「机間指導」を構成する要素 

・子どもの居場所 

満足感 

子どもの気持ち 

自信 

子どもに安心感をあたえる 

・授業の流れ 

 学習の深まり 

すすみ具合の確認 

授業の進み具合の確認 授業の流れを作る
のに効果的な考えをひろう 

学習過程 

ねらいにせまるために課題から
ずれている子に対して 

きみにこのことを発言してほしい。 みん
ながそれで一歩前へ進める、という時間。 

全体の傾向をつかむ 

ねらいにせまるために課題にせまる
活動ができている子をさがす 

・つまずき 

つまずきの確認 

つまずき 

子どもの「つまずき」を見つけ
てせなかを押せればいいな。 

説明 

助言 

・ノートチェック 

学び方を学ぶ 

板書が書けているか 

理解しているかをみる 

理解度 

ノートなどの点検赤ペンでチェック 

ノートのチェック はんこ押して点検

学習の定着 

スキルトレーニングの場で 
速くしてしまった子に対して 

スキルトレーニングの場で 
理解不足の子に対して 
・・このへんから評価? 

点検する 

形成的評価 

分 析 指導と評価の一体化

練習の機会

フィードバック

評価の一つ 

個の学習到達度

学習成果 

・困っている子に対して 

悩んでいる子を見つける 

何を困っているのかきく 

ねらいにせまるために課題で迷
っている子に対して 

子どもの「悩み」をきける時間

・子どものニーズ 

子どもが安心する 

はげましてあたまなでなで。 
コミュニケーションの時間。 

・環境設営 

机間巡視しやすいように 
教室掃除では机間を広くとる。

・個別 支援の方法 

理科の実験で あぶないよ～。

机間巡視で話すときは声はその子に
だけ聞こえるように小さくする。

個を指して個別に指示を出す

一人ずつよくみる 

スキンシップ 話しかける 

小声

いつもと違う道を意識的に通る

子どもが何か手元を隠したと
きはそのことを指摘しない!

かがみこんで

机間巡視で計算指導をす
るとき字を反対に書く

子どもへの話しかけ 

子どもの目線

子どもの顔とノートが同時
に見えるポジションを取る

目線 

・机間指導に対する考え方 

学習意欲低下の子どもに

とっては嫌悪感 

机間指導を望まない子もいる? 

「巡視」のことばって、何かいい
言葉に変わらないかな。 
「みまわり」とか。 

教師をどう見ているか

巡視は単なる見回りと思われがち。

子どもの教師理解。

子どもの姿をかえるため

指導の一つ 授業力

・サポート、ヒント 

助言 説明

ヒントを与える

サポート

アドバイス

子どものようすを見る

教師の子ども理解 

意欲づけ意欲づけ

一人一人ほめて回る

はげます場

はげます はげまし 支援の一つ

・学習に向かわない子に対して 

 ねらいにせまるために 

 課題に取り組まない子に対して 

遊んでいる子に課題を与える

生徒指導である

注意(指導)の場 注意喚起

課題を与える場

先生がそばを通ると緊張して集中する 
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図2-2 子ども理解・教材理解の側面から整理した机間指導の要素 

 

 

豊かな子ども理解の視点から 

■ つまずきやすい子どもを支えるために 

つまずきの確認 説 明 助 言 

■ 自分から進んで学習に取り組めない子を支えるために 

課題を与える 注意喚起 ねらいの指導 

■ 子どもたちの意欲を高めるために 

安 心 感 励 ま し スキンシップ 

■ グループの話し合いに参加できるように励ますために 

聞き手になる 話し方を示す あいづち 

■ 学習上気がかりな子どもの考えを確認するために 

困っていること 個別の指示 悩みを聞く 

■ 学習方法の定着を確認するために 

スタンプを押す 赤ペンを入れる アドバイス 

■ 学習の進み具合を点検するために 

課題に迫る活動 教 材 観 ヒ ン ト 

■ 作業の進み具合を確認するために 

進み具合の確認 全体の傾向把握 視写の点検 

深い教材理解の視点から 

学習内容の定着・支援 

第２節 ビデオ資料のコンセプト  

- 「机間指導」を題材に - 

 

（１）制作の方針- 比較視聴による検討と再構成 –  

昨年度の研究では，試作したビデオの検討のた

めに試写を行い，視聴後の感想や意見をきいて改

善点として採り入れ，改めて加工・編集したうえ

で完成版として仕上げた。よい研修資料づくりの

ためにはこの過程は重要なものであると考えて，

試作品を視聴していただくことにした。これはビ

デオから受ける印象がどのようなものであるかを

さぐることができるという点で重要な意味をもっ

ていると考えたことに基づいている。そして，実

際に先生たちに視聴してみていただいたところ，

改善について提案を受ける点がいくつも出てき

た。このことから，「研修のための視点に沿った編

集が行われていることはより研修効果を

高めるのではないか」と考えた。また，

そうであるとすれば，この「研修のため

の視点に沿った編集」の在り方は，それ

だけ深く検討されるべきだろう。 

机間指導の場面は，授業の一環ではあ

るが，個別に小声で行われることが多い。

このため，実際に授業を参観していても，

その指導内容がどんなものであるのか，

どんな会話が交わされているのかといっ

た具体的な内容までが明らかになること

が少ない。また教室後方から録画した授

業記録ビデオを視聴しても，やはり指導

者と子どもの細かなやりとりの内容は聞

き取れることが少ないし，指導者がどん

な「おもい」をもって指導に向かってい

るのかはあまりわからない。今回行った

授業記録では指導者の小声を記録できる

ように収音の工夫もしてみたところ，言

葉のやりとりはある程度記録できてい

た。しかし，この子どもとのやりとりは

どんな理由や必然性があって生まれてい

るのか，その背景はわからない。机間指

導が「指導」であるからには，指導者は

ただ漫然と子どもの座席へ行っているの

ではないはずだ。 

なぜ，その子どものところへ行くのか。 

なぜ，その指導をしに行くのか。 

これら2つの事柄は，指導者がどのように

子どもを理解しているかという子ども理

解の側面，そしてこの時間になぜその子

どもにその指導をするのかという教材理解の側面

が重なっている。それならば，これらの2つの側面

について指導者から意図や理由を聞けば理解でき

るのではないだろうか。そこで，ある程度明瞭に

会話が記録されているビデオ記録を使い，編集作

業の中で指導者の「おもい」を重ねて提示できる

ようにしてみようと考えた。これをキーワード③

に示した編集の観点として位置づける。 

ところで，研修用に制作されたビデオ資料に

「子ども理解・教材理解」の2点からの加工・編集

がなされることが，視聴した先生が机間指導を「子

ども理解・教材理解」の2点から理解し自らの授業

に採り入れるための気づきを生むことができるの

だろうか。つまり，制作の側の意図はこの研修の

視点に沿った加工・編集によってより確かに伝え

ることができるのだろうか。この加工・編集がな
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されているものとなされていないものとを比較視

聴してもらってみれば，研修の視点として伝えよ

うと意図したことの伝わり方に違いが生まれるか

もしれない。この違いが出るとすれば，それはつ

まり編集の在り方の差に起因するものと考えてよ

い。したがって，この両者の違いを比較検討すれ

ば，効果の高い研修はどのような点に留意して作

られた資料から生まれるのかが明らかになるだろ

うと考えた。 

そこで，研修の視点に沿って編集したビデオ記

録を制作し，その記録のもとになった無編集に近

い授業記録も用意して，両方を実際に若い先生た

ちに見くらべていただいてみることにした。 

この研修の視点に沿った加工がなされている

ものを視聴していただいたときに若い先生たちは

どのような「気づき」をもたれるのかを検討して

みたい。指導者の子ども理解・教材理解を伝える

ことができるならば，編集の行われることは研修

効果を高めるといえるだろう。このことがいえる

ならば，ここから生まれた課題をもとに再び編集

し，より効果の高いビデオ記録として仕上げたい。

また，e-Learning向けのコンテンツとしてのパッ

ケージングについても考えていきたい。 

 

（２）資料パッケージの構成 

昨年度の研究では，「いつでもどこでも，少し

の時間でも有効に使って」という見地から使い易

い授業資料の構成を考える中で，ビデオ資料と研

修/教材用資料のセットという形式が生まれた。実

際にはCD-ROMの中に動画資料部と授業用資料部を

つくり，ビデオを視聴しながら研修を深めたり資

料のファイルを取り出してプリントしたり再編集

したりできるようになっていた。 

これをもとにして今年度のパッケージングに

ついて再整理してみた。パッケージの在り方につ

いて，以下の3つのことが条件として考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの条件を満たすためには，どのような資

料が制作されていればよいのだろうか。昨年度の

到達点から考えてみる。 

まずビデオ資料としては，次のようなことが挙

げられる。 

 

昨年度の研究では，視点が定まるような編集がな

されていることに対して，どこを見ればよいのか

が分かるという声をいただいていた。このことか

ら，これらのビデオ資料は，短時間でも効果の高

い研修ができるために，その研修のための視点に

沿って編集されていることが大切だといえるであ

ろう。 

今回制作するものは授業記録ビデオが中心に

なるが，ここでは「研修の視点」として，机間指

導にかかわって「なぜその子どものところに行く

のか」「なぜその指導をするのか」という，子ども

理解と教材理解の2つの側面からみて編集を加え

ることにする。そのために，これに指導者の語り

や子どもの学習が深まる場面を組み合わせて，机

間指導で行われていることの背景を提示できるよ

うにする。その中で，普段の授業参観ではなかな

か知ることのできない個別指導の場面にこの2つ

の側面があることを明らかにする。つまり，この2

つを背景にしてはじめて机間指導は成り立ってい

くのだということに焦点をあてた編集を行う。 

ここまでは映像による資料として視聴し研修

できるためのコンテンツであるが，さらに，研修

が深まるための工夫が必要であることから 

 

 

 

 

といったものもセットしておこうと考えた。こう

しておけば，この資料を使って研修を行った後に，

資料を学級に合わせて再編集したりそのままプリ

ントしたりして利用することができる。これらの

概念をまとめてみると，図2-3のようになる。 

また，このコンテンツのうち，動画資料にあた

る部分はビデオデッキやコンピュータを使って視

聴できるようにする。そのために，ビデオディス

クにこれを記録しておく。特定部分をくりかえし

視聴したり時間的に離れている部分を呼び出して

視聴したりするときの容易さを考えると，メディ

アとしてはビデオディスクが適当だろう。 

① 実際に視聴できるビデオ資料があること 

② 視聴したい部分をくりかえし視聴できるように構

成されていること 

③ 研修のための視点が提示されていること 

A.短時間で視聴できるように編集された動画を使っ

たコンテンツであること 

B.ビデオを視聴しながら研修を進めることができる

ための工夫がなされていること 

C.授業に利用できる資料があること 

④プリントしたり再編集したりすることができる指
導用資料 

⑤児童の学習用ワークシート 
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さらに，同じ内容のビデオ資料を将来ネット

ワーク配信することも考えると，これらの動画資

料はコンピュータ上で扱えるものであるのがよ

い。そして，オンラインでは映像も文書もともに

やりとりすることができることから，上述した

ワークシートなどの文書資料もセットにして

CD-ROMに収めれば，「いつでもどこでも」利用でき

るコンテンツになると考えた。 

 

(12) 大澤克美「指導と支援」「社会科教育事典」2001.8.30 

pp.220～221 

(13) 校内研究サポート講座講義「学校体制としてより確かな校

内研究を進めるために」 2005.5.23 

(14) 前掲(13) 

(15) 奈須正裕「総合学習を指導できる教師の力量」 1999.6 p.19 

(16) 前掲(15) p.106 

(17) 武田忠「授業を成立させるもの」,1986.1 pp..58～59 

(18) 前掲(15) p.119 

(19) 森正義彦「学習指導法の心理学」1993.3 p.116 

(20) 前掲(19) p.118 

(21) 前掲(19) p.118 

(22) 前掲(19) p.118 

(23) 前掲(19) p.257 

(24) 光村図書WWWサイト内に掲示されているエッセイによる。

http://www.mitsumura-tosho.co.jp/data/kouhoushi/koku

go/popup-s/pdf/kouhoushi_s5304.pdf 

(25) 前掲(24) 

(26) 前掲(24) 

(27) 前掲(24) 

(28) 小林賢司・黒澤俊二「学習効果を高める机間巡視」『すべ

ての子どもに確かな授業を』1988.10 pp..108～109 

(29) 前掲(28) p.106 

第３章 ビデオ資料制作の実際 
 

第１節 取材と編集 

 

（１）指導者との打ち合わせ，取材 

今年度は二人の先生に研究協力員として授業

の撮影や指導者用資料・学習資料提供についてお

願いすることになった。そこで，5月から6月にか

けては取材時期や単元について打ち合わせた。授

業撮影については，次のようなことを考えた。今

回は特に教科を定めない。夏休みまでの間に行う

授業のうち，机間指導の場面が多くある時間を知

らせていただき，ビデオ取材する。そして，パッ

ケージ構成の点からみて必要な指導資料も授業に

併せて提供していただけるようお願いした。具体

的には，学習指導案や学習用ワークシートである。 

また，机間指導の場面を「子ども理解」と「教

材理解」の2つの側面から整理して研修に提供でき

るため，これらの側面から指導者に語っていただ

く機会も作ろうと考えていることも知らせ，協力

をお願いした。こうして6月から7月にかけて2校で

の授業撮影に入ることにする。 

指導者が机間指導をはじめるとき，個別の指導

場面の中で行われている会話は，単なる雑談では

なく授業を構成する一要素である。そして，個別

の指導であることから，指導者のそれぞれの子ど

もに対する適切な配慮があるはずである。そう

いったものは，指導者の子ども理解や教材理解の

うえに成り立っているものであって，授業中に直

接には言葉として現れてこない。それならば，こ

のことについては別な機会を作らなければ知るこ

とはできないであろう。そのため，指導場面の記

録をもとにして，それぞれの場面で「なぜその子

どものところに行くのか，なぜその指導をしたの

か」という指導者の子ども理解や教材理解を語っ

ていただく機会が必要ではないかと考えた。 

このために，多少時間はかかるのだが，授業を

記録したビデオ資料から机間指導の場面を一人分

ずつ切り分けて整理したものを作ることにした。

机間指導の場面ごとに静止画を取り出し，その横

に場面から聞き起こした指導内容を並べて書き出

しておく。これを授業の流れに沿って一覧表の形

にすれば，その時間の机間指導がすべて再現でき

る。こうして作った一覧表を指導者に届け，その

時間の机間指導の中で特に取り上げたいことがど

の子にかかわるどんなことであったかを振り返っ

ておいていただく。そして，これらの場面の中か

図2-3 パッケージの構成を考える 

資料作成 

・学習指導案 

・学習用ワークシート 

ビデオ記録と加工 

・授業記録 

・指導者ききとり 

指
導
者 

制 

作 

ワープロ用ファイル 
↓ 

オリジナル + PDF出力 

授業用 

ビデオセットVer.2

研 修 用 

ワークシート 

研修用

資 料
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図3-1-1 高倉小の机間指導場面分け 

らいくつかを選び出して，指導者としてのおもい

を語っていただいてはどうだろうと考えた。数多

い机間指導の場面にはそれぞれに意味があるけれ

ども，その中にもビデオ資料として提示する際に

より伝わりやすいものもあるだろうし，指導者か

らみて特に伝えたいこともあるかもしれない。そ

ういったことから，どの場面を残していくのがよ

いかを決めるために，こうした一覧表を使うこと

にした。 

 

 

10月に入ってからお二人の指導者には授業につ

いて語る時間を取っていただいてビデオ収録し

た。この中ではどのような子ども理解や教材理解

を背景にして机間指導が行われていたのかを語っ

ていただいている。 

こうして別に収録した指導者の「おもい」を，

実際の指導場面に重ねる形で編集作業をしてみる

ことにした。そうすれば，研修の視点として定め

た，「子ども理解・教材理解の側面から机間指導を

みる」ということができるようになるのではない

だろうか。 

 

（２）編集の概要 

取材に入った授業では，研究協力員の先生が子

どものところへ行って話をし，子どもの学習を助

ける姿を多く撮ることができた。撮影しながら，

先生が「なぜその子どものところへ行くのか」「な

ぜその指導をしに行くのか」という2つのことにつ

いて，とても興味がわいた。この2つの面は，取材

中にはよく分からない面もあったが，指導者に直

接たずねてみれば理解できそうに思えた。それは，

指導者の教材理解と子ども理解を背景にして行わ

れているからで，編集の観点にあたる2つの側面に

重なるものだと考えている。そこで，この「よく

分からない」面が提示できるための編集の在り方

を考えた。大まかな編集の流れは次のようになる。 

①素材から授業の流れを区分し，切り出す 

久保田教諭は算数の時間を「課題把握」，「自力

解決」，「集団解決」，「適応題」の4つの場面に区分

されている。このうち自力解決の場面で机間指導

が行われていて，指導者は意図的に子どものとこ

ろへ行っている。その意図は指導者の子ども理

解・教材理解と重なっていることを描き出す必要

があるだろう。また，机間指導が行われた結果，

集団解決の場面での発表につながることがある。

そこでは，どのような指導があったのかというこ

とも明らかにできればよい。こうしたことから，

特に自力解決の場面と集団解決の場面に重点を置

いて切り出しておく。 

また，林教諭は社会科の時間を「出会い」，「つ

かむ」，「調べる」，「まとめる」の4つに区分されて

いる。この区分のうち「出会い」「つかむ」の部分

は導入としてひとくくりに考えることができる。

「調べる」の場面は子どもたちが個別に自分の学

びをすすめていく時間で，ひとりで考えている子

もいれば近くの子と話し合いながら考えを深める

子もいる。この間に机間指導が行われていて，指

導者と個別のやりとりが多くみられる。「まとめ

る」の場面には，「調べる」の中でそれぞれが見つ

けたり気づいたりしたことが話し合われていて，

そこには机間指導で指導者とやりとりされていた

ことも反映することがあるだろう。この「調べる」

場面に行われた指導が「まとめる」場面にどうい

うつながりかたをしているか，その関係が現れれ

ばよい。 

②机間指導の行われている場面を一覧表にする 

机間指導が行われている場面を一つ一つ静止

画とテープ起こしした文章に切り分け一覧表をつ

くる。この一覧表を見ながら，どの部分を残して

研修用に使っていくか，指導者と打ち合わせる。 

③指導者へのインタビュー収録 

前項で述べたように，机間指導は指導者の子ど

も理解・教材理解が背景になって行われているこ

とから，その背景を指導者へのインタビューとい
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う形で別に収録する。 

④指導者の子ども理解・教材理解に沿った編集 

③で別収録している指導者の語りは「なぜその

子どものところに行くのか」「なぜその指導をす

るのか」という編集の観点に重なっている。そこ

で，これを明らかにして視聴者に伝えるための工

夫を加える。 

 

個別の指導場面をみてみると，ビデオテープに

は指導者と子どもの会話が記録されていて，指導

内容についてはそれなりにある程度どのようなも

のであるのかを理解することができる。 

取材させていただいた算数「だれでしょう」の

学習では，机間指導が「自力解決」の場面の後半

部分にあてられており，この中で行われている会

話はある程度収録できた。また，社会科「水産業

のさかんな舞鶴港」でも，港湾施設の役割につい

ての気づきを促すための会話がある程度収録でき

た。 

これらを視聴していると，どのような会話がな

されているかを知ることはできる。その会話は雑

談ではなく，子どもたちの学習をすすめていくた

めになくてはならないものであるはずだ。その会

話はどんなことを背景にして行われているのか。

机間を黙ってまわる場面や，ある子のところで長

く話し合いが続く場面からは，「なぜこの子ども

のところへ行くのか」，「なぜその指導をするの

か」という2つのことが教材理解と子ども理解の2

側面に密接にかかわっていることを伝えたい。つ

まり，指導者は漫然と話しに行っているのではな

くて，その子どもの学習をすすめるために話しに

行っているのだから，なぜその指導を行っている

のかという指導の背景が存在している。その背景

を知るためには，指導者自身の子ども観・教材観

が描かれればよいのではないかと考えた。 

どの場面を残していくかを検討するために一覧

表を制作したが，ここでは，子どもとのやりとり

がかなりはっきりとみえてきている。実は，取材

依頼をしたときに先生たちからは心配の声も出て

きていて，それは「子どものところに行ってあれ

これ指導している姿が出てくるのは子どもができ

ない，わからないというのをクローズアップする

ことになるのではないか」ということだった。し

かし，場面を切り出し一覧表とセットにして届け

たビデオを見ていただいたときの感想は，お二人

とも「大丈夫，安心した」ということだけで，は

じめの心配の声は聞かれなかった。それは，おそ

らく，子どもへ

の指導の在り

方というか姿

勢というか，そ

れが子どもと

対立するよう

な形のもので

はなく，子ども

に寄り添って

いっしょに学習を進めていこうとする指導者自身

の姿，そして子どもたちが「指導」の中で学習に

いっしょうけんめい向き合おうとする姿がみえて

きたからだろう。実際に映像を見ていても，その

指導の様子には，子どもと共に歩もうという指導

者の気持ちが伝わってくる気がする。 

こうした過程を経て，比較視聴のためのビデオ

資料を仕上げ，実際に若い先生たちに見ていただ

くことにする。 

 

第２節 「机間指導」がもつ2つの側面 

 

（１）「子ども理解」「教材理解」に沿った編集 

指導者が机間をまわるときには，ただ漫然と机

の間に歩いて入っていくのではなく，後ろから

そっと見て全体の学習状況を把握するためであっ

たり，教材へのつまずきがどの子に起きるかを予

測して助言に行くためであったりといった明確な

目的に裏付けられているということが，指導者自

身の発言からも明らかになっている。つまり，個

別の子ども理解と机間に入っていくこととはセッ

トになっている。そこからわかることは，子ども

の必要とする指導がなんであるかが教材研究の中

であらかじめ予測・整理されているということだ

ろう。 

指導者が実際に考えておられることを訊いて

みた。 

久保田教諭が算数の時間に行う机間指導は，前

半と後半に分けて考えられており，それぞれに異

なった目的があると述べておられる。 

「個別指導をするときは，指導者はできるだけ早

く全員が課題把握できているかをみる。できてい

れば鉛筆が動くなりなにか表情が変わったりして

いる。まずそれを見る。全体をとらえるために後

ろから見る。これが自力解決の時間の前半部分に

あたる。やはり算数でつまずく子というのは発表

をすごく嫌がる。でも算数の発表の中で自信をつ

けてほしい，集団解決の場で自信をもって臨んで

図3-1-2 机間指導の意味を語る
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ほしい。そのために自力解決の時間の後半はこち

らがその時間がんばって欲しい子に焦点を当てて

声かけをする。」 

このように，机間指導には，苦手意識をもって

いる子どもに自信をつけさせるというねらいがあ

るという。だからといって励ましてすぐに発表と

いうわけにはいかない。 

「集団解決に自信を持って臨めるように，『ここ

がいいね』とか，『こんなふうに』といった助言を

する。よくわからないときなんかは『どんなふう

に考えたの』と。集団解決での発表にあたって，

『こんなふうに発表してくれるか』というように，

無理やり指名するのではなくて，子どもたちの意

志に任せているので，『じゃ，発表してくれます

か』と持ちかける。発表するという答えが返って

きたら，じゃ，やろうと。無理，という返事が返っ

てきたら，この次にね，ということになる。発表

する代わりに，『途中で友だちの意見に付け足し

とかあったらやってね』と，子どもたちの意志で

前に出て発表するというふうに。無理やりやって，

もしつまずいてしまったらとしたら，それは自信

を持たすためにやった行為が逆になる。恥ずかし

いという思いが強くて，もし間違ったらどうしよ

うとか友だちの前で恥ずかしいとかそういう迷い

があるから，そういう迷いを吹っ切れるようにと

心がけている。」 

また，林教諭は専科で社会科の授業をされてい

る。社会科の時間に行う机間指導の意味を次のよ

うに述べておられる。 

「学習の終わりの時点では，みんなで高まるとい

う目的があって，その目的のために一人一人の活

躍が必要。誰か一人だけなのではなくて，いろん

な活躍がある。単純な見方から広まることもある

し，広い考えを持っている子もある。いろんなの

を出さないと授業は深まらないし，一人一人が活

躍できるように前もって一人一人に安心感を与え

ておくとか，誰でも出ていくことができるための

準備を支える。いろんな子どもが話し合いの場に

出てきてくれないと，いい話し合いにならない。

先生当ててくれた，自分のいいたいことわかって

いるやん，ってとらえてくれるようにしておけば

子どもにとっても満足感になる。授業全体を作る

コーディネータとしてもうまくいく。そうやって

子どもを引っ張り上げる。」 

久保田教諭と林教諭の話には共通点がある。そ

れは「誰かに任せて投げやりになってしまうただ

教室にいるだけの子どもがいてはならない，一人

一人が学習に参加して自分を伸ばす，そのことが

よいクラスをつくる」という学級運営の理念であ

る。つまり，一人一人の子どもがきちんと学習を

やりとげるために指導者として責任をもつという

姿勢であって，こうした姿勢が机間指導の中にも

反映されていくことになるのだろう。 

高倉小学校

での一場面の

例を挙げよう。

「水産業のさ

かんな舞鶴市」

の学習で，ある

子どもは漁港

に給油施設の

ある意味につ

いて，座席に

やってこられた先生の話を黙ってうなずきながら

聞いていた。カメラ越しには，どこか迷っている

ようにもみえる。先生が座席を去った後，鉛筆を

持ってノートに何か書き，「まとめ」の時間には自

分の書いていることを発表することができた。林

教諭によれば，この子どもは「自分から進んで何

かをするタイプではないが，大変理解が深くて

じっくりとものを考えるタイプである」という。

だから「先生から『これでいいよ』という安心感

を与えてやることで(発表に)出て行けるだろうな

と考える」のだということだった。 

また，六条院小学校の例も挙げてみよう。ある

子の机間指導にかなり長時間が割かれていた。論

理的にものごとを考える「だれでしょう」の単元

で，戸惑いながら表を書き，先生に促されて集団

解決の場面で自分の考えを発表した。途中で詰

まってしまい友だちに助けられて無事解決するこ

とができたのだが，久保田教諭はこの子どもの算

数嫌いを変えるのは「いまだ」と考えたのだとい

う。この単元の学習をきっかけに，少なくとも算

数が「好きとまではいえなくても嫌いではない」

と言うようになったそうだ。 

このように「いま」を生かして子どもを変える

「みとり」は，日頃の子ども理解とともに，この

教材でなら子どもに合うという判断を的確にする

教材理解の側面があってこそ生まれるものだ。そ

れぞれの机間指導の場面には，子どもへのあたた

かなまなざしを感じることができた。いいかえれ

ば，このことが授業場面で直接子どもたちに語ら

れることなく授業の背景となって机間指導を行う

指導者のおもいや願いそのものである。 

図3-1-3 アドバイスの一場面 
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（２）子どもは「机間指導」を求めている 

ところで，私たちが日々欠かさずあたりまえに

行っている机間指導は，子どもの側からはどのよ

うにとらえられているのだろう。学習中に指導者

が子どものそばに寄っていくということは，子ど

もの進捗状況を確かめるといった授業運営の面か

らだけ意味のあることではないのかもしれない。 

子どもの側からみて，机間指導に先生がやって

くるということはどのように受け止められ，ある

いは受け入れられているのだろうか。もし，指導

者の「おもい」と指導を受ける子どもの「おもい」

に重なりあい響きあうところがあるのならば，子

どもは学習意欲を高め，より学習に参加して自ら

を高めていくよう努力することができるだろう。 

そこで，子どもたちが机間指導をどのように受

け止めているのか，質問紙を使って調べることに

した。六条院小学校で7月と11月の二度にわたって

同じ内容での質問を試みた。この質問紙には8項目

の質問を用意した。回答には「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」「どちらかといえばそう思

わない」「そう思わない」の4つの選択肢を設け，

ひとつを選ぶようにした。そして，前者2つを肯定

的回答，後者2つを否定的回答として分類してみ

た。 

まず，課題解決にあたり，子どもが自分でやろ

うとしているのかどうかをみてみよう(図3-2-1)。 

指導者から課題が出された後しばらくは自力解

決の時間が用意されている。この時間にはひとり

でやろうとする気をもっている子が半数を超えて

いる。 

では，実際に先生がまわってこられて話しても

らう，指導を受けるという場面はどのように受け

止められているのだろう(図3-2-2)。 

ヒントを出してもらえて自分の学習が前に進

むことを子どもたちは強く感じている。 

これら2回にわたる子どもへの調査について，

指導者に感想を求めてみた。 

「いい方に考えると自立している。あまり頼ら

ずに自力でやろうとしているし。そばに寄って

いっても身構える感じはないし，『あ，来はったな

あ』って感じ。私との関係がうまくいっている，

なんて～(笑)。いや，関係が悪くなっているとは

思えない。全体的には回っていることが役に立っ

ているなあ。」 

つまり，自力解決をまさに自力でしようとする

気持ちがある一方で，先生がまわってきてくれる

のを自分にとって助けになるものとして受け入れ

ている，「頼り切ってはいないけど期待している」

ような，なるべく自分の力で学習を進めようとし

ているが，ときには机間指導を期待している姿勢

を感じるということであった。先生が個別の学習

を支援しようとしているのを子どもが感じ取って

いて，この両者の関係を背景にして指導が成立し

ているのではないかと感じさせられた。 

こうして調査票を集計する中でかなり明らか

になってきたことが2つある。それは 

 

・子どもは学習を自立して進めたいと思っている 

・けれども指導に来てくれる先生を「困ったときに頼

れる存在」として期待している 

図3-2-1 

[1] ひとりで問題を解いているとき,先生にたずねたい
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図3-2-2 

[2] ヒントがもらえて，ひとりで問題をといていける 
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表3-2-1 「子どもの求める学習支援の方法」(32) 

ということであった。6年生という時期は思春期を

迎え自立心が強くなる時期であり，夏休みを過ぎ

ると一段とその傾向は強くなる。筆者もまた，6

年生を担任したときにはこの時期の心の変化をよ

く感じたものだが，そのような時期に子どもは心

の中では座席にやってきてあれこれ指導していく

教師をどう受け止めているのだろうという思いも

あった。 

指導者との精神的な関係を背景に，子どもたち

の気持ちは形成される。この子どもたちの回答は，

六条院小学校での指導者と子どもの関係の在り方

を示しているといえるのではないだろうか。そう

だとすると，改めて，指導者の子どもへの接し方

が机間指導を成立させ子どもの学習を深めていく

ための大きなポイントになるように思われる。黒

澤・小林によれば「『今，子どもは先生の出を待っ

ている』と的確に見抜けることが，机間巡視の効

果を高めることになる」(30)という。指導者の視

点に立ち返っていうならば，子どもが困ったとき

に必要な助言を得られるためには，個別の子ども

についての的確な理解と教材理解が土台となると

いうことであろう。 

今回の質問紙調査は対象児童数が20人である

ことから，この子どもたちへの意識調査が全市的

に一般化できるものとは考えないけれども，ここ

での指導者が行っている机間指導が子どもたちに

は肯定的に受け止められているということはかな

り明らかだろう。その背景には子どもと指導者の

関係があり，子どもを理解しようとする指導者の

姿勢が反映しているように思える。 

それにしても，子どもは机間指導を求めている

のだろうか。 

子どもが机間指導をどのように受け止め，求め

ているかということについて小嶋忠行による調査

がある(31)。この調査では，小学校4年・6年，中

学2年の3つの学年にわたって子どもたちの学習意

欲を情意的要素と認知的要素の面から分析されて

いて，その中に子どもの望む教授(学習支援)方法

について分析している。 

小嶋は，授業中行き詰まったときに「先生に机

の間をまわって一人一人にヒントを与えたり必要

な説明をしてくれるのをどのくらいしてほしいと

思いますか」という設問を出している。 

この回答への分析の中でとりわけ注目すべきこ

ととして，「あまりやる気がない」と自己評価して

いる子どもがむしろ机間指導を強く望んでいるの

ではないかという点が挙げられる。子どもが自己

の情意的側面を自己評価したものを分類した表

3-2-1によれば，「やる気があると思っている」H

群，「やる気が乏しいと思っている」L群に分けて

みたとき，望む指導法として机間巡視を挙げてい

る割合はL群の子どもたちの方にむしろ多い。つま

り，自分はやる気が乏しいと思っている一方で，

先生に対して自分にあった指導を求めているよう

に感じる。 

この調査によれば，中学2年生ですら望む学習支援

の在り方としてその上位に机間指導を挙げている

ことが目を引く。小嶋はこのことを「子どもの心

の奥には『自分に対して直接はたらきかける学習

支援がほしい』という気持ちがあることを私たち

は理解しておく必要があるといえそうである」

(33)と指摘している。このことを知っておくこと

は，子どもが自分の学習にとって必要だと考えて

いるものがどこにあるかを深く理解するという，

子ども理解の観点からみてきわめて重要で欠かせ

ないことになるのではないか。 

久保田教諭によれば，六条院小学校では9月以

降の算数テストの得点が平均にして20点以上も上

がっているという。実際にその分布表を見せてい

ただいたが，全員がテスト通過率を上げている。

また子どもたちに書いてもらっているという教科

への意欲をみても今まで「大嫌い」だった子が，

いまは「大嫌いはもう脱して，少なくとも好きで

なくても嫌いじゃない」というように変化してい

る。 

机間指導をひとつの要素として学習指導をみ

てみたとき，子どもへの個別の指導は学力を伸ば

していく点から大きな力になっているといえそう

である。 

 

(30) 前掲(28) pp..108～109 

(31) 小嶋忠行「No.475子どもの学習意欲を引き出す多様な学習

指導・学習活動の在り方」『研究紀要vol.1』永松記念教育

センター 2003.3 pp..124～136 

(32) 前掲(31) p.136 

(33) 前掲(31) p.136 
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第４章 研修を深めるもの 
 

第１節 比較視聴から明らかになってきたこと 

 

（１）若い先生たちによる比較視聴から 

授業ビデオ記録の編集作業では，研修の視点に

沿って加工を行ってきた。キーワード③に示した

とおり，今回の授業ビデオ制作では，机間指導が

どのような意図に裏付けられて行われているかを

示すことが編集の観点である。加工の行われてい

るものは，はたしてこの意図を伝えることができ

るだろうか。そして，この観点に沿った理解を広

く生み出すことができるだろうか。 

指導者の行動には，ただ黙って行っているもの

もあり，そこにはどのような意味があるのかは指

導者から語られない限りはっきりと分からない。

研修としてその行動や子どもとのかかわりの姿か

ら想像を巡らしたり状況を把握したりすることは

必要ではあっても，目の前に繰り広げられている

ことは，そこから把握したつもりになっているこ

とと本当に重なっているのだろうか。その視覚的

に理解していることについて深めていくための手

だてもまた必要である。 

ひとつの場面を視覚から把握したとき，その意

味するところ(指導者のおもい)が把握とずれてい

るかどうかを知ることができれば，研修は効果の

高いものになる。 

そこで，この編集過程で生まれる加工後のビデ

オ記録とその加工前のものとを使い，実際に若い

先生たちに視聴していただく機会をもつことに

し，「フレッシュせんせい授業交流会」の場をお借

りして実現した。ここでは，次のような場面提示

の機会を2回設定して，それぞれの視聴後に生まれ

る気づきをワークシートに箇条書きで記録してい

ただくという形にした。 

そして，参加していただいた先生たちに，次の

ような手順でそれぞれの授業記録を視聴した後の

感想や印象を記録していただき，その2つの場面の

視聴からはどのようなことが理解されたのかを調

べることにした。 

 

①ビデオ視聴(指導場面を提示のみするもの) 

ビデオを見ながらメモを取る 

 さらに2分程度のまとめ 

②ビデオ視聴(机間指導の背景にある指導者の子ども

観・教材観を組み込んだもの) 

 さらに3分程度のまとめ 

①を視聴しながら取られたメモの内容は次のよう

であった。 

 

 

これらは，それぞれに気づかれたことを率直に

書かれていて，ビデオ資料の制作中には気がつい

ていなかったこともある。こんなにも多くのこと

が書かれていて，それらは主に指導者の行動の記

録であったり，会話をそのまま拾ってその意味を

考えようとされているものであったりする。そし

て，指導者の行動がなぜ行われているのか，なぜ

その指導が行われ，なぜその子どものところで指

導が行われているのかといったことについてそれ

ぞれにさぐろうとされている姿が浮かび上がる。

けれども，指導者の意図に焦点を絞ったものは少

ない。 

■要素にかかわるもの
* 考えを言葉で説明するような発問 
* まとめ方や書き方の支援 
* 声かけ 
* 『うん，うん』『なるほど』『え?』あいづちを

打つ 
* ひたすら下向いて書く児童には『うん，うん』と

うなずき安心させるように。 
* なるほど，それでいい，そうそう，わかりました，

すごいなど，肯定的な言葉。 
* ヒントになる声かけ(すべては言わない，考えさ

せる) 
 
■状況にかかわるもの 

* 短い，簡潔な人，そうでない人がいる 
* 無言の時もある 
* あまり話しかけずに見回る。 
* 解答の筋道は教える。 
* 支援，学習が少ししんどい子には「考える時間」

まで支援 
* 一つ一つ丁寧におさえる 
* アドバイスの仕方・支援の仕方，それぞれ違う。
* できあがった児童には『つけたしなどしてね!』

ステップアップしたことを求めている。 
* 子どもがどう考えているのかを知るために問い

かける。 
* 全員まわったのか?意図を持ってまわっているの

か? 
* 子どもの斜め後ろに立ってみている。(正面では

ない) 
 
■意味にかかわるもの 

* 子どもが手を止める→ 思考が立ち止まるときに
声をかける，一緒に考える。一緒にする。一緒に
学習する。確かめる。 

 「そうだね」とほめる。→発表を促す声をかける。
すべてを手助けしてしまわず，「自分の力でやっ
た!」感をもたせるようにしている。 

* 気を散らさないように後ろから見る 
* 何を書こうとしているのか尋ねる。 
 後はうなずいて聞く。 
* 一言いって，あまり余計なことは言わない。 
* なぜあの子(ボードで説明)を指名したのか? 

 
■自身の学習指導と重ねられているもの 

* すべてを子どもにやらせなければならないと思
いすぎるあまり，一人の子につきっきりになって
しまって机間巡視をしている間に全体を把握で
きないことがよくあるが，まずは全体の様子を見
ることが大切であることに気づきました。 



 

学力保障につながる授業改善 18 

次に，②を視聴しながら，気づきを記入してい

ただいたところ，次のような事柄が多く記入され

ていて，指導者の意図に沿った理解の深まりがみ

られた。 

 

 

これらの事柄は，前章で述べた指導者の子ども

理解・教材理解から生まれる机間指導に対する姿

勢そのものと重なっている。こうして，この視点

が組み込まれたビデオの視聴記録を最初のものと

読みくらべてみると，指導者の意図，つまり，な

ぜその子どものところに行こうとしているのか，

なぜその指導をしようとしているのか，というこ

とについての「気づき」が視聴した先生たちに深

まっていることがよくわかる。つまり，この指導

者の考えと動きは，まさにその指導者の子ども理

解と教材理解をもとになされているということが

ビデオ資料から理解されたといえそうだ。 

このことからは，研修の視点を組み込んで授業

記録を提示されたとき，視覚的に理解できる事柄

だけではない背景にあたるもの(ここでは子ども

理解・教材理解にあたるもの)があたかも目の前に

現れるように理解されることがわかる。それだけ

研修は効果の高いものになることができると考え

られる。 

 

（２）比較視聴から生まれた再編集 

「どの部分を理解すればいいのか」という気づ

きのポイントである視点が提示されたとき，視聴

者にとっては研修の深まる思いがより大きくなる

ことが明らかになった。 

そうであれば，やはり研修のために意図的に絞

り込んだ素材を提供することが重要であるといえ

る。そこで、視聴していただいた先生たちの感想

や意見を参考にし，先の視聴研修で使った素材に

改めて手を入れたり新たなナレーションを入れた

りするという再編集の過程に移る。ここでは，ビ

デオセットのビデオ資料部を仕上げていくにあた

り，さらに研修を深めるための手だてを考えた。

机間指導と子どもの学習が進んでいくこととの関

係を示すという観点から，机間指導後の子どもの

様子を描こうと思った。 

「新任教員のための手引き 授業と教材」(34)

では，学力差に応じた学習指導が必要だとして，

個別指導の必要性を述べているが，一方で今回取

材した算数の集団解決にあたる部分の重要性もま

た述べている。それは「学力差に対応する指導は

固定化するべきではなく，・・・(中略)・・・学級

の全員が同じスタートラインにたって学習を始め

られるようにすることが大切」であって，「学力差

別の学習で劣等感や学習意欲の喪失感を持たせて

はならない」ということであった。 

つまり，この算数の授業について述べるなら，

「集団解決」の場面で発表するということの意味

が，子どもにとっていままで苦手意識の強かった

算数への自信につながる確かなステップとして存

在するということであろう。「自力解決」の場面で

机間指導を示し，解説を加えて子どもが理解を深

めていくようすを読みとったり，指導者がなぜそ

の子どものところに行くのかを明らかにしたりす

る工夫は重ねた。しかし，それでもなお，この授

業記録は自力解決の場面だけでは完結しない。自

力解決の場面で行われた机間指導をきっかけにし

て，算数への自信を一歩前に進めて確かなものに

することができたことを伝えるのも研修には大切

な要素だと考え，集団解決の場での子どもの様子

を提示していくことにした。 

これは，社会科の授業についても，同じことが

いえる。机間指導の場面で静かに指導者の話を聞

き考えていた子が，全体の話し合いの中でその指

導からつかんだことをひとこと話す場面もまた，

この子どもにとっての自信につながるものであっ

たといえる。それは，子どもの発言が「じっくり

考えるタイプの子に安心感を与える」という指導

者の子ども理解から行われた机間指導を背景にし

ていることが示されて初めて明らかになった。 

こうして，机間指導とその後の発表との関係か

ら子どもにとって確かな力を生み出す可能性を示

す部分を追加して，ビデオ資料を仕上げていった。 

・自力解決の時間を前半と後半に分けて机間指導の

しかたを変えることの意味について。 

・子どものようすを概観してみると支援の要る子が

分かる。 

・自力解決の喜びをサポートするための机間指導で

ある。 

・集団解決にむかい，自信をもたせる。迷いを吹っ

切れるように。 

・自力解決の時間の後半は，特にじっくりかかわり

たい子のために使う。集団解決の時間に発表させ

たりするが，無理はしない。今の子どもの状況や

到達点から判断して，意志をそがないように気を

つけて「できるかもしれない」「友だちが助けて

くれる」という気持ちをもてるように。 
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・意図を持って机間巡視，指導なさっていましたが，

その意図の内容の濃さに驚きました。だれの，ど

のような，どういう力を伸ばすのかも考えて回っ

てらっしゃるのだと思いました。また，発表には，

"自信をもたせる"という考え方，なるほどと思い

ました。 

・子どもたちの動きを知るため，きちんとした授業

準備，目的を持っていることが分かった。そのた

めの授業の流れを知るために，ほぼ無言でクラス

を見回っていたことを知ったときは，とても勉強

になった。 

・本当に目からウロコという感じでした。今まで，

全体がうまく進むように，課題を抱えた児童がい

かにスムーズにわかるかということに集中してい

ましたが，それからさらに進んで苦手意識を持っ

ている児童に自信を持ってもらうという，精神的

な部分に温かくかかわられている姿勢を学ばされ

ました。 

第２節 今後のために 

 

（１）研修の視点から生まれ出るもの 

昨年度に引き続き，今年度も研修の視点を絞っ

て提示するビデオ資料を制作してきた。そして，

今年度の研修資料制作の中では，この研修のため

の視点を提示すること - つまり制作の側が気づ

いてほしい点を明確にもち示すための仕掛けをこ

らし，気づきを促すこと - が研修をどのように

深めることができるかについて，実際に若い先生

たちに見くらべていただく機会をもった。 

「フレッシュせんせい授業交流会」では2種類

のビデオ資料を提示した。その前半部ではただ授

業の中での机間指導を映し出していたが，後半部

では机間指導の時間になされている事柄のうち，

指導の背景にあたるものを伝えるように編集した

ものであった。 

今回提示したビデオ記録視聴に要する時間は 

 

指導場面の提示のみ  10分 

指導の背景を組み込んだもの  7分 

 

というわずかなものであり，むしろ視点を提示し

ながら視聴するものの方が短いものであった。と

ころが，前者を視聴しながらなされているメモに

は，たくさんのことが書かれてはいるものの，ど

う理解しようかという迷いのようなものがみられ

る。一方で，この後者7分の視聴から得られた「気

づき」には，指導者が「なぜその子どものところ

に行くのか」「なぜその指導をしにその子どもの

ところに行くのか」という，机間指導の本質への

理解が現れている。この点に集中してメモがなさ

れていることは，どこを見るべきだったのかとい

うことにたいする理解が生まれているからだろ

う。 

そういったことからすると，研修の視点を絞り

込んで提示すれば，短時間でも効果の高い研修が

可能になるといっていいだろう。それほど，編集

というもののもつ力は重要であることを，このビ

デオ資料制作では改めて感じさせられた。 

また，このような「本質」への気づきは，明日

の授業に生かそうという意欲を呼び覚ますものに

なるものでもあるだろう。子どもの学習を深めて

いくためにはどんなことに気をつけていることが

必要なのか，という授業の「ツボ」ともいうべき

ものが得られるのだから。 

ここで，「フレッシュせんせい授業交流会」で

若い先生たちが書き残されている感想をいくつか

引用してみよう。 

 

 

この日に視聴していただいた算数の授業記録

では，指導者のいわれるように「他の教科は得意

だけれども算数は嫌いだ」という意識を強くもっ

ている子に対する個別の指導場面が大きなウエイ

トをもっていたが，それは偶然そうであったので

はない。 

子どもの気持ちや立場を理解し，寄り添って，

「この時間の教材でならこの教科に対する意識を

変えることができる」という考えが底に流れてい

たからである。その子どもに対する指導者の支援

のまなざしを感じることができたからこそ，上の

ような感想が生まれたのであろう。 

指導者が子どもをどのように理解しているか

ということ，すなわち子ども理解と教材から子ど

もをみたときに「いまがチャンスだ」と判断でき

る教材理解という2つのキーワードを側面として

授業が構成されている。研修としてこのことに対

する気づきをもてたとき，明日からの授業に反映

していくものが生まれるのではないだろうか。 

こうして机間指導を子ども理解と教材理解の2

つの側面からみたとき，はじめて机間指導はなん

のために行われるのかということが理解できる。

制作する立場からいえば，そこに研修用資料の完

成があり，そこでこそ明日の授業に生かしていけ

る「気づき」が生みだされる。 
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（２）e-Learningの未来 

ビデオ資料はその性格上子どもの顔や声が出

てくるという，いわゆる「個人情報」にまつわる

諸問題が出てくる。このことは昨年度も課題に

なったことではあるが，幸い指導者からも子ども

たちからも了解が得られた中で撮影・取材を行う

ことができた。研修用に制作された資料とはいえ，

インターネットが著しく普及している現在はこの

問題については個人情報保護の観点から軽視でき

ない。しかし，一方で，インターネットからは区

切られた狭い範囲のネットワーク内だけでの配信

を考えれば，研修用のビデオ資料が限りなくどこ

からも読み出されるということはなくなる。幸い，

京都市の光京都ネットにはインターネットから隔

絶されたネットワークがあり，このネットワーク

内だけに配信を限定することもできそうである。

こうしたイントラネット内でならば，今回制作し

てきたような電子化した資料が実際にネットワー

ク上に現れることができる日はそう遠くない。現

在求められている，細分化した課題に沿った研修

資料 - 動画資料だけでなく授業のための指導案

やワークシートなど - が職員室でも教室でも取

り出せ利用できるようになれば，これらは日々の

授業改善のための力になることだろう。 

教育職員養成審議会は，その答申で研修機会の

提供に関して「個々の教員のニーズに応じた多様

な内容・方法の研修機会」を「幅広く提供する」

ことを提案している。また，「教育センターを活用

して教員自らが研修を企画し，自主的に参加する

ことが可能となる環境整備を行うなどの支援を行

う」(35)とも述べて，研修の機会が提供されるこ

との重要性を力説している。ここからは，「いつで

もどこでも」研修の機会が広く厚く提供されるべ

きであるという考え方が読み取れる。このような

研修の機会を身近にするという点からみても，職

員室に居ながらにして資料を取り出せるような環

境は，より一層整備されていくべきだろうと考え

る。そのための方策として，e-Learningの導入は

欠かせないものになるのではないだろうか。 

 

(34) 初任者研修関係資料「新任教員のための手引き 授業と教

材」～教材の正しい理解と活用のために～ 3訂版 財団法

人 図書教材研究センター CD版 

(35) 「教育職員養成審議会答申」文部省,1999.12 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/12/yousei/toushi

n/991201j.htm 

おわりに 
 

ある休日，新聞をながめていると民間の会社が

e-Learningのサイト運営者を募集する広告を出し

ていた。家庭にもサーバを置いてくださいという

ような時代がやってきているということだろう。

それくらいe-Learningは普及しようとしている

が，常にこの「場」では提供できるコンテンツの

質そのものが問われ，コンテンツをめぐって

e-Learningらしさ～双方向の特性を生かしたユー

ザと運営者のリアルタイムのやりとりによる研修

～の実現が問われている。それは，「交流から研修

にはずみがつく」側面である。e-Learningによる

研修といえども，人と人とのつながりの中でヒン

トを与えられたり励まされたりしながら，私たち

は気づきを深めていくものである。この点に留意

していえば，画面と向かい合う中にも，先生たち

の交流の「場」が組み込まれるような工夫がこら

されていくべきだろう。 

子どもが自立して生きていくことができるた

めの教育が実現するためには子ども一人一人の正

確な把握と教材研究が欠かせない。今回はそのた

めの研修のありようを提示できればと思った。 

本論中で述べたように，机間指導は日常のあり

ふれた指導場面でありながら，その内容や質的な

側面についてはあまり明らかではなかった。その

指導が個別なものである分だけ，実は子どもがよ

り学習をすすめていくために重要な役割を担って

いるものだといえよう。 

子どもたちの意識を問うてみても，どうやら心

の中では机間指導を求めていそうだということが

わかってきた。それは，自分にとって教員が自分

を理解し高めてくれる存在だと感じているからか

もしれない。 

第1章では若い先生が授業づくりについて「目

からウロコのような話が聞きたい」という感想が

寄せられていることを紹介したが，実際にビデオ

を視聴していただいた後，まさに「目からウロコ

の思いだった」という感想をいただくことができ

た。それは同じ方からの感想ではないかもしれな

いが，研修の視点を絞り提示するということの重

要性がわかる気がして，制作にあたったものとし

てはとても嬉しいことであった。末筆ながら，今

回の研究に協力いただいたフレッシュせんせいの

みなさんに深く感謝し，林正和先生と久保田潤子

先生に厚くお礼を申し上げたい。どうもありがと

うございました。 


